
川崎市総合教育会議

中学校給食を活かした「食育」の推進について

平成２８年１１月１７日（木）

川崎市教育委員会事務局中学校給食推進室
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① スケジュール概要

Ｈ２５.１１.２６ ⇒ 川崎市中学校給食の基本方針

Ｈ２６.１０.２８ ⇒ 川崎市中学校完全給食実施方針

Ｈ２８年１月 ⇒ 東橘中学校における試行実施

Ｈ２９年１月 ⇒ 東橘・はるひ野・犬蔵・中野島で開始予定

Ｈ２９年９月 ⇒ 南部学校給食センター開業予定（22校）

Ｈ２９年１２月 ⇒ 中・北部学校給食センター開業予定（26校）

他都市でも
例のないス
ピーディな
ビッグプロ
ジェクト！
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資料 ２



② 東橘中試行給食の様子-1

3

準備
万端!？

② 東橘中試行給食の様子-2

いよいよ
当日！？
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③ 中学生の食生活等-1

①毎日食

べる, 78.4%

②食べる

日の方が

多い, 
11.9%

③食べな

い日の方

が多い, 
6.3%

④ほとんど食べない, 3.3%
朝食の欠食について

（「食生活に関する調査
(H24)：神奈川県教育委員

会」から本市５校分を集
計）

問；あなたは朝食
を食べています
か？

毎日食べ
ない子ども
が２割も！
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③ 中学生の食生活等-2

①主食(ご
飯・パン・麺・

シリアルな

ど), 40.9%

②主食とお

かず, 
50.6%

③果物・

ヨーグル

ト・飲み物

だけ, 5.2%

④その他(菓子・菓子パン), 3.3%
朝食の内容について

（「食生活に関する調査
(H24)：神奈川県教育委員

会」から本市５校分を集
計）

問；朝食はふだん
何を食べています
か？

朝食の中身
にも問題が
‥！
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③ 中学生の食生活等-3

①家族全員, 
9.7%

②大人もいる

が全員では

ない, 35.3%

③子どもだ

け, 17.5%

④ひとり, 
33.1%

⑤食べていな

い, 2.6%

⑥その他, 1.9%
朝食の孤食について

（「食生活に関する調査
(H24)：神奈川県教育委員

会」から本市５校分を集
計）

問；ふだん朝食はだれ
と一緒に食べていま
すか？

一人で食べ
るご飯って
‥！
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③ 中学生の食生活等-4

①眠くなることはない, 4.8%

②たまに眠く

なる, 50.6%

③よく眠く

なる, 28.3%

④いつも眠くな

る, 16.4%

学校での眠気について

（「食生活に関する調査
(H24)：神奈川県教育委員

会」から本市５校分を集
計）

問；学校で眠くな
ることがあります
か？

やっぱり眠
くなっちゃう
よね‥！
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④ 国民の食生活の課題-1
誰がどのくらい野菜を食べてるの？

◆若者の野菜不足

望ましい摂取量(健康日本２１)

20歳以上の１日当たり野菜摂取量

15～19歳の１日当たり野菜摂取量

350ｇ

292.3ｇ

242.4ｇ
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④ 国民の食生活の課題-2
日本人って太りすぎ？ それともやせすぎ？

肥満及びやせの者の割合の年次推移（20歳以上）（平成7年～23年）
（％）

20歳代女性

やせの者の割
合

40～60歳代
女性
肥満者の割合

20～60歳代
男性
肥満者の割合

24.8 24.0 
24.3 

27.4 26.6 
27.6 

29.3 29.4 29.5 29.0 29.3 

31.6 31.2 
29.6 

31.7 31.2 31.7 

26.0 
25.2 25.2 

25.3 

25.5 

24.9 24.5 
26.4 

25.0 24.6 24.6 24.1 
23.0 

21.7 21.8 22.2 

23.0 25.3 

23.9 22.4 22.9 23.1 22.9 
23.9 23.6 23.9 

22.5 21.9 
23.1 23.1 

23.3 
24.6 24.4 

21.9 

15

20

25

30

35

平成

7年
8年 9年 10年11年12年13年14年15年16年17年18年19年20年21年22年23年

健康日本２１（第二
次）参考資料スライド
集(厚生労働省)

◆男性の肥満、若い女性のやせすぎ 10
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⑤ 中学校給食の目指す姿

もうすぐ大人になる中学生が食べる給食って？

みんなで創る『健康給食』
11

まずは食べてもらわなければ話にならないので‥

１.とにかく「美味しい」
○主要食材国産率１００％

○薄味だけど美味しい味付けの工夫

食べると‥

２.自然と「健康」になる
○１食平均「野菜量１２５ｇ」

○米飯給食９０％以上

○ご飯盛り付けラインの表示
その結果として‥

３.みんなが「大好き」
○人気ランキングの、献立への反映

○レシピの募集 ⇒ 給食献立に採用

⑥ 中学校給食の献立例

仏（給食センターなど）作って魂（献立）入れます！

牛乳

ごはん

汁物

主菜
副菜 （とり肉とさつま

芋の甘辛煮）

デザート

※おはしやスプーン等の食具は家庭から持参します。

（冬野菜と
豆腐団子の
スープ）

（ごまきゅ
うり）

（お祝いゼリー）

（ゆかりごはん）

旬の果物な
どを積極的
に取り入れ
ます！

国産野菜を
ふんだんに
使用しま
す！

お肉や魚を
バランス良
く使用しま
す！

【献立例（東橘中学校試行給食初日のメニュー）】

12

おはし等
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⑦ 「食育」の目標

中学生の食に関する現状・課題や、発達段階を踏ま
え、給食を中心として、保健体育科や家庭科、特別活
動等のさまざまな経験を通じて、家庭や地域社会等と連携
しながら、以下の目標の達成を目指します。

①栄養や食事のとり方など、「食」に関する正しい知識の
習得を目指します。

②正しい知識を活用して、自ら食生活をコントロール
していく「食の自己管理」ができる人間を育てます。

③「食」に関する指導等を通じて、地域への「愛着」と
「理解」を深め、生産者等への「感謝」の心を育みます。

13

⑧ 学校での食育-1
中学校完全給食の導入を機に、「学校における食に
関する指導プラン」の改訂を進めています。各学校で
はプラン等に基づき、以下の取組を進めていきます。

①学校給食と関連させ、教科や特別活動等における食育
を進めます。

②給食の準備、片付け等の共同作業や同じ食事を一緒
に食べる「共食」による食育を進めます。

③小学校からの継続的かつ計画的な食育を進めます。

④給食への地場産物等の活用による食育を進めます。

14
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⑧ 学校での食育-2

①生徒の食生活や健康状態を踏まえて、食に関する指導の
目標を設定し、計画的に食育に取り組みます。

それぞれの学校では‥‥‥

④社会や道徳の時間を中心として、日本の食文化や歴史
等を学んでいきます。

②給食の時間等には、準備や共に食べることなどを
通して、生徒の社会性や感謝の心を育みます。

③保健体育や技術・家庭の時間を中心として、食事の
重要性や、心身の健康、食品を選択する能力などを
育んでいきます。

15

⑧ 学校での食育-3

16

低学年（小１.２） 中学年（小３.４） 高学年（小５.６） 中学生（１～３年生）

早寝・早起き・
朝ごはん

食べ物の名前

衛生に気をつけた
給食の準備

食事のマナー

食事のあいさつ

行事の食事

調和の取れた
生活

食品の加工による
変化

バランスのよい
食事

マナーの理由

季節の食べ物

食にかかわる人々

食文化の伝承

生活習慣病の
予防と運動

健康に過ごす
ための食事

買い物から行う
朝食作り

食糧自給率と
食品ロス

日本と世界の
食文化

身体の発達に必要な栄養や、
食品に含まれる栄養素の理解

一日分の献立を踏まえた、
簡単な日常食の調理

生産者や自然の
恵みの理解

食文化や歴史と、自分の
食生活との関連の理解

食品の生産、流通、消費
についての正しい理解

毎日の規則正しい食事

8



⑨ さらなる食育の推進に向けて

17

学校

家庭地域

多様な主体による社会全体での食育

第３期川崎市食育推進計画から抜粋

18

「健康給食by Kawasaki」

ご清聴ありがとうございました ｍ(＿)ｍ
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参考 １

概要版
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（案）

学校における食に関する指導プラン

＜中学校＞

平成２８年１１月改訂版

川崎市教育委員会

イラスト

このプランは、学校における「食に関

する指導」を系統的・計画的に 

進めるために、教職員が参考としてい

るものです。 

中学校完全給食の開始に伴い、改訂 

作業中です。 

参考 ２
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■もくじ 

各法令等に係る食育の位置づけ・・・・・・・・・・・・・・・●● 

川崎市立中学校における食育・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

学校全体での取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

食に関する指導全体計画作成・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

  食に関する指導の全体計画例 

教育課程全体を通したカリキュラム・マネジメント・・・・・・●● 

  カリキュラム・マネジメントの実現 

  教科等の年間指導計画利用例 

食に関する指導の年間計画例 

各教科等における食に関する指導事例・・・・・・・・・・・・●● 

栄養教諭について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

給食を生きた教材にする・・・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

  学校給食年間献立計画例 

参 考 資 料 

食育基本法＜抜粋＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●● 

 第３次食育推進基本計画＜抜粋＞・・・・・・・・・・・・・・・●●

 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会審議経過報告・・●●

 学習指導要領＜抜粋＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●

 学校給食法＜抜粋＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●

 平成 25～27年度川崎市立小学校・中学校学習状況調査結果＜抜粋＞ 

・・・・・・・●●

内容の一部を抜粋して次ページ以降にお
示ししています。 

21



学校全体での取組 
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●食に関する指導の目標の設定（生徒の実態・課題に応じた目標の設定） 

各学校では、どのような子どもを育てたいのかを学校教育目標や目指す

子ども像で明確に位置づけています。食に関する指導は、それらの目標等

を具現化するために、子どもたちが望ましい食習慣を身に付けていくこと

を目指して行われるものですから、指導目標や指導内容の設定では、何よ

りも生徒の実態を踏まえ、食に関する課題解決を目指すことが必要です。 

○子どもたちの食生活等の実態から課題を把握しましょう！  

       生徒の食生活状況や学校給食の喫食状況、健康上の実態や課題を把

握します。 

 実態の把握は、食生活状況調査等の数値的な調査を実施するのが望

ましいのですが、困難な場合には、学校保健統計調査や学習状況調査

等のデータや教職員（学級担任や養護教諭等）の日々のかかわりや指

導の中で感じている課題等を参考に把握します。 

●学校の食育推進体制の整備（食育推進委員会、食育推進担当者） 

食に関する指導は、学校教育全体を通して、同じ視点・目標のもとに、

体系的・計画的に行われることが大切です。 

そのためには、まず学校内に食育を推進する体制を整備します。 

学校長のリーダーシップの下に、全教職員の理解と協力を得ながら進め

られるよう養護教諭、関係職員等からなる食育推進委員会等を設置し、学

校内における調整や家庭・地域との連絡調整などを中心となって行う食育

推進担当者を位置づけます。   

○学校内での指導体制づくりをします 

・食育を推進するための組織（食育推進委員会等）を既存する組織（学

校保健委員会等）の活用も含め設置します。 

・教職員の中から食育を中心となって進めるための食育担当者を位置

づけます。 

・専門性を有する栄養教諭・学校栄養職員、養護教諭等を効果的に活

用できるよう学校の全職員で共通理解を図るよう配慮します。また、

各教科においては、教科担任との連携も必要です。 
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全体計画は、食に関する指導にあたっての基本的な計画であり、学校にお

ける食育を組織的・計画的に推進できるよう、学校内で共通理解を図るため

に必要なものです。また、保護者や地域の方等と連携して進められるよう、

理解と協力を得るために必要な基本的な説明資料となります。 

  これまでにも、各学校では、食に関する指導が様々な場面において取り組

まれていますが、単発的な食に関する知識の伝達にとどまらず、体験を通し

て習慣化を促すための継続的な指導が必要です。そのため、特別活動や給食

の時間、各教科等の学校教育全体において、各教科等の指導内容・方法を生

かしつつ教科横断的に関連付け、体系的に理解させる指導が重要です。 

全体計画に記載する事項 

① 学校教育目標 

② 目指す子ども像 

③ 子どもの実態、保護者・地域の実態（食や健康面での実態や課題） 

④ 食に関する指導の目標（学校としての目標や文部科学省が示している目標

等） 

⑤ 各学年の発達段階に応じた食に関する指導の目標（学年ごと等）   

⑥ 学級活動や給食指導の目標と指導内容（月ごと、学年ごと等） 

⑦ 食育や健康教育に関係する学校行事や生徒会活動 

⑧ 各教科、総合的な学習の時間、道徳等の中で、食に関する指導の単元・ 

内容（学年ごと） 

⑨ 家庭・地域との連携方法・内容 

⑩ 地場産物活用の方針個別相談指導の方針・内容

食に関する指導全体計画作成 
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食に関する指導の全体計画例 
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食 に 関 す る 指導  年 間 計 画例

26



各教科等における食に関する指導事例

１ 単元名

  イ 生活行動・生活習慣と健康

２ 本時について「食生活と健康」 

  健康を保持増進するためには、毎日適切な時間に食事をすること、また、年齢や運動量に応じて

栄養素のバランスや食事の量などに配慮すること及び運動によって消費されたエネルギーを食事に

よって補給することが必要であることなど、健康に良い食生活について学習する。

３ 本時の目標 

 ・食生活と健康について、課題の解決に向けての話合いや意見交換などの学習に意欲的に取り組もう

としている。                          （関心・意欲・態度）

 ・食生活と健康について理解したことを言ったり、書き出したりしている。   （知識・理解）

４ 「食育」の視点から育成を目指す能力 

・食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。【食事の重要性】 

 ・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力 

を身に付ける。【心身の健康】 

５ 本時の計画（１／５時間） 

「食生活と健康」

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

は

じ

め

１ バランスの良い食事について考える 

  ・小学校の時に学んだバランスの良い

食事を基に考える。    

・教科書 P80 のＡさんとＢさんの食事を比べて、

栄養面について気づいたことを発表させる。 

考

え

る

・

深

め

る

２ 自分の食事を記録する。 

３ 運動によって消費するエネルギーと食

事の必要性について整理し、説明する。

（グループ内で説明する） 

４ 消費されるエネルギーを計算し、発表

する。（グループ内で発表する） 

５ 規則正しい食生活の必要性について調

べ、整理する。

・資料１をもとに、自分の食事はバランスよく

摂れているか整理をさせる。 

・不足しがちな栄養素を挙げ、どのような食品

をとればよいか整理させる。 

・運動部活動などの時間が多い生徒は、十分な

エネルギーをとる必要があることや食事で必

要な栄養素をとることが基本であることを補

足する。 

・資料３、４をもとに、具体的な運動の例から、

消費されるエネルギーを計算し、発表させる。

・朝食には、体温を上げ、午前中の生活に必要

なエネルギーを供給する役割があることを理

解させる。 

ま

と

め

６ 本時の学習の振り返り 

 ・ワークシートに記入する。

・本時の学習を振り返り、健康を保持増進する

ためには、毎日適切な時間に食事をすること

や、バランスの良い食事に配慮すること、運

動によって消費されたエネルギーを食事によ

って補給することが必要であることを理解で

きたか確認させる。 

保健体育科 保健分野 中学３年生 

自分の１日の食事の内容や食
事をとる時間などについて振り
返ってみる。 
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栄養教諭や 

学校栄養職員による協力指導 

各教科等における食に関する指導事例

１ 題材名

「水分のとり方を考えよう」 （２）キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

２ 題材について 

  熱中症を予防して健康に夏を過ごすために、体の水分の役割を知り、上手な水分のとり方を身に

付けさせたいと考え、本題材を設定した。

３ 題材の目標 

  体の中の水分の役割を知り、水分のとり方について考えて実践しようとする。

４ 「食育」の視点から育成を目指す能力 

 ・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく

能力を身に付ける。【心身の健康】

５ 本時の展開 ※事前の活動で飲み物に関するアンケートを実施する。

 生徒の活動 教師の指導（・） 評価（◎） 資料 

活

動

の

開

始 

１．飲み物についてのアンケー

ト結果を見て、実態や課題

について考える。 

・アンケートの結果から、課題に気付き、水分

のとり方について関心をもつようにする。 

◎飲み物についてのアンケート結果を見て、水

分のとり方の課題等について考えようとして

いる。 

（集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

飲み物に関

するアンケ

ート結果 

活

動

の

展

開 

２．水分の働きについて知る。

 ・身体の 60～70％が水分 

 ・水の役割 

３．水分のとり方について話し

合う。 

 ・体内の水分量を常に不足さ

せないためには、いつ飲む

のがよいか 

 ・水分は何からとるか 

４．話し合った内容を発表し、

感想を伝え合う。 

５．食事からも水分がとれるこ

とを知る。 

 栄養教諭から、水の役割について話を聞く。

・出る水と入る水について 

・水の役割 

・水分不足による弊害について 

◎水分のとり方について理解している。 

（集団活動や生活についての知識・理解） 

・一日に必要な水分の半分は食事からとれる

ことを確認する。 

・給食の献立をもとに、食事からも水分がと

れることに着目できるようにする。 

・食事には水分以外に塩分など熱中症予防に

必要な成分があることを確認する。 

熱中症の新

聞記事 

ペットボト

ル 

人型パネル 

給食の写真

など 

ま

と

め 

６．食事を含めて 1日の生活を

振り返り、水分のとり方に

ついて自分のめあてをも

つ。 

・実践できそうな具体的なめあてを立てるよう

に助言する。 

◎水分のとり方について自分のめあてを立てて

いる。 

 （集団の一員としての思考・判断・実践） 

水分のとり

方めあて 

カード 

学級活動（２）   中学１年生 
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